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町
民
の
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
三
芳

町
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
４
月
の
統
一
地
方
選
で
15
名
の
議
員

が
誕
生
し
、
去
る
５
月
12
日
に
開
催
さ

れ
た
臨
時
会
に
て
、
私
た
ち
は
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議
長
・
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

に
開
か
れ
た
議
会
、
そ
し
て
よ
り
住
み

良
い
三
芳
町
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
参

る
決
意
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
本
年
５
月
地
方
自
治
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
地
方
議
会
の
役
割
や
議
員
の
職

務
等
に
つ
い
て
法
律
上
明
確
化
さ
れ
ま

し
た
。
三
芳
町
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
改
正

法
に
明
記
さ
れ
た
議
会
の
役
割
の
原
則

に
立
ち
返
り
、
今
ま
で
以
上
に
議
会
活

性
化
並
び
に
議
会
改
革
に
取
り
組
み
、

住
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
厳
し
い
社
会
環
境
や
時
代
背
景
の
中

で
、
さ
ら
に
三
芳
町
が
魅
力
あ
る
町
と

し
て
発
展
す
る
た
め
に
議
員
が
一
丸
と

な
っ
て
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長

内
な い と う

藤美
み さ こ

佐子
副議長

細
ほ そ  や  

谷光
み つ ひ ろ

弘

委
員
会
の
紹
介

前列左から	 吉村美津子（副委員長）　増田磨美（委員長）
	 林　善美
後列左から	 小松伸介　池上義典　光下重之　久保健二

総
務
常
任
委
員
会

前列左から	 細谷光弘　池上義典（副委員長）　菊地浩二（委員長）
	 光下重之
後列左から	 長野真寿美　増田磨美　吉村美津子　桃園典子

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

前列左から	 長野真寿美（副委員長）　桃園典子（委員長）
	 細田三恵
後列左から	 細谷光弘　牛丸藍子　本名　洋　菊地浩二

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

前列左から	 小松伸介　久保健二（委員長）　本名　洋（副委員長）
後列左から	 牛丸藍子　林　善美　細田三恵

議
会
運
営
委
員
会

議長・副議長 就任のご挨拶
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子どもから高齢者まで
世代ごとの課題に向き合う

まちづくり

久保　健二
まだやれる！

住民目線でまちづくりに一直線

光下　重之

住民の負託に応え
誠実に職務を遂行します

内藤　美佐子
住民こそ主人公
暮らしに税金を

𠮷村　美津子

即実行！

本名　洋
あくまで是々非々

菊地　浩二

町民の皆さまの声を
町政へ届ける

パイプ役となって参ります♪

細田　三恵
町民ファースト、地域を守り

笑顔で元気な
町づくりを行います

長野　真寿美
現役子育て世代の目線で、
2期目の 4年間も
駆け抜けます！

林　善美
ずっと住み続けたい
と思う町に！

増田　磨美

町民の皆さまから頂いた「声」を
「形」にできるよう頑張ります！

小松　伸介

選ばれる町へ
町の価値向上を目指します

細谷　光弘

みんなが元気で
活力のあるまちへ！

池上　義典

地域とともに！
安心と希望のために
いつでも全力！

桃園　典子
傍聴席から議会に挑戦！
住民目線で町の課題に

向き合います

牛丸　藍子

全国全国11位!!位!!
（53.3%）（53.3%）

町村議会町村議会
女性議員比率女性議員比率

女性の声が届く町!! 女性の声が届く町!! 三芳町議会三芳町議会
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令和5年令和5年
第3回 臨時会第3回 臨時会

（５月１２日）（５月１２日）
第4回 定例会第4回 定例会
（６月１日〜２０日）（６月１日〜２０日）

４
月
23
日
投
開
票
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
し

た
議
員
の
初
議
会
で
あ
る
第
３
回
三
芳
町
議
会
臨
時

会
が
５
月
12
日
に
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
６
月
に
入
り
約
３
週
間
に
わ
た
り
第
４

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整

備
等
事
業
及
び
三
芳
東
中
学
校
東
側
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
契
約
、
学
校
給
食
費
（
２
学
期
分
）
の
無
償
化

や
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整
備
等
事
業
の
基
本
設
計

業
務
委
託
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
13
名
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
多
彩
な

視
点
か
ら
町
側
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。
国
に
対
す

る
意
見
書
は
４
件
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一般会計補正予算（第２号）

コロナ関連給付金
などを支給

　その大半が新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化交付金
と新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金という国庫補助
金です。

令和５年第３回 臨時会
一般会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ１億 5685 万 3000 円を追加

子育て世帯生活支援特別給付金支給事業

 ５万円× 300 人＝ 1500 万円

住民生活支援事業

 ３万円× 4100 世帯＝１億 2300 万円

主な事業は

食費等の物価高騰で影響を受ける
低所得の子育て世帯へ

電力・ガス・食料品高騰で影響を受ける
住民税非課税世帯と家計急変世帯等へ
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町長は 6月に中国へ、7月九州、
9月マレーシアへ視察研修等で行

く。また、国 2分の 1、町 2分の 1支出でマイ
ナンバーカード促進事業もある。マイナンバー
制度は問題も多くやめるべきだ。今しなければ
ならない事は、町民の生活を支える福祉施策の
向上にこそ重点を置く予算にすべきだ。

吉村美津子

令和5年第４回 定例会
一般会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ２億 5900 万 9000 円を追加
一般会計補正予算の主な事業

みどり学園運営事業
2 種類の安全装置を設置
� 17万5000円

みどり学園送迎バスに
園児の乗降車時の見落とし防止対策

基本設計業務委託料� 1億2650万円
藤久保地域拠点施設整備等事業

� 138万9000円
◦町長・議員４名・職員１名
　姉妹都市マレーシア・ペタリングジャヤ市へ
�旅費　188,000 円× 6人＝112万8000円
その他　保険料、通行料など

国際交流事業

「第１回アジア太平洋ユースフォーク
ロアフェステイバル2023」に参加

小学校・中学校の2学期分の
給食費が

無料に地方創生臨時交付金
� 4564万1000円

学校給食センター管理事業

地方創生臨時交付金を活用し
学校給食費 2学期分を町が負担します。

住民生活支援事業
交付先　70か所
� 919万8000円
◦子ども食堂支援補助事業
� 10 万円×９か所＝90万円
◦障害福祉施設等支援事業
� 13 か所　153万円
◦介護施設等支援事業
� 48 か所　676万8000円
（地方創生臨時交付金�870万7000円活用）

エネルギー・食料品の物価高騰の
影響を受けた生活者や
事業所への支援策

芸術文化推進事業

� 32万9000円
◦町長・職員３人
� 66,900 円× 4人
� ＝26万7600円
その他
通行料、レンタカー代など

音楽祭のあり方や集客方法、
運営方法を学ぶため
霧島国際音楽祭を視察
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藤久保地域拠点施設整備等事業契約の締結について
　藤久保地域拠点において、藤久保小学校をはじめとした昭和 40年代から昭和 50年代に建設された施
設を更新し、複合化する事業で、民間資金等を活用し、施設の設計、建設、維持管理および運営を長期に
かつ一体的に実施することで、サービスを向上させ、ライフサイクルコストを縮減し、多くの方に利用され、
地域に愛される施設を目指して整備する事業契約

97 億円の大型事業で事業者決
定の審査講評及び審査結果を説明

する住民説明会もなく、VFMの再試算も行わ
れていないのは納得できない。3年間藤久保小
学校児童の遊びや運動における学習環境は体育
館だけでは不十分、対応策を考えるべき。複合
施設駐車場の出入り口を含め安全策を求める。

日本共産党
藤久保小学校のプール跡地に複
合施設を造る。管理・運営の一部

を民間会社に任せる PFI 方式を導入。民間会社
が学校や複合施設を利用し、利益を得、株主の
配当に回る。住民の税金で建てる「公の施設」
の管理・運営は、今まで通り職員体制で行うべき。
民間会社導入 PFI 方式は反対。

吉村美津子 

本事業は昨年の６月定例会で債
務負担行為が可決され、20 年分

の運営費用等も含め、民間資金の活用や施設の
複合化等で様々なメリットがあるものと認識し
ている。事業者の提案内容も町民福祉の向上に
繋がるものと確信しており、施設を心待ちにさ
れている町民もいる事から本契約に賛成する。

公明党賛
成審査により一番優秀な事業者が

選定され民間の工夫や智慧が発揮
され素晴らしい複合施設となる事を期待する。
今後は債務負担行為の現年度化にあたっては騒
音対策や子供達の学びの保証、工事の進捗状況
をしっかりチェックしながら、遅滞なく本事業
を進めるべきと考え賛成討論とする。

三芳みらい賛
成

質
疑
応
答

問

20
年
間
の
管
理
・

運
営
は
17
億
円
。
Ｓ
Ｐ

Ｃ
の
運
営
費
、
設
立
費

の
20
年
間
の
総
支
出
費

用
は
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
の
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
課　
基
本
設
計
終
了

時
に
提
出
さ
れ
る
概
算

額
内
訳
書
を
基
に
示
す

こ
と
が
で
き
る
。

問

複
合
施
設
の
中
に

賃
借
料
発
生
対
象
の
施

設
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
課　
商
工
会
と
社
会

福
祉
協
議
会
が
あ
る
。

96億7476万6425円（消費税込み）
内訳
　設計・建設・工事監理費・割賦手数料　など
　79億9178万760円
　	令和 29年３月 31日までの維持管理費及び
運営業務、その他費用
　16億8298万5665円

契約金額
特別目的会社（SPC）
みよし LINK 株式会社

契約の相手方

藤久保地域拠点施設整
備等事業の落札者の決
定について

藤久保地域拠点施設整
備等事業要求水準書

主な構成企業
戸田建設株式会社関東支店
初雁興業株式会社
株式会社矢島工務店　ほか
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　現在の藤久保小学校敷地に藤久保児童館、子育て支援センターなどの敷地を加えた東側面積 19,020㎡
と、現在図書館や藤久保公民館等がある西側面積 4,165㎡を合わせた約 23,185㎡にわたる事業計画

質
疑
応
答

問

一
般
競
争
入
札
で
行
わ

れ
た
が
、
1
者
が
辞
退
、
3

者
が
最
低
制
限
価
格
未
満
と

な
り
、
最
高
額
で
入
札
し
た

残
る
1
者
が
落
札
と
な
っ
た
。

予
定
価
格
の
設
定
は
妥
当
で

あ
っ
た
か
。

答

教
育
総
務
課
長　
本
件

予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
設

計
業
者
等
の
設
計
額
等
も
勘

案
し
な
が
ら
設
定
し
た
の
で
、

適
切
と
考
え
て
い
る
。

三芳東中学校校舎東側トイレ改修工事請負契約の締結について
　令和 4年度に実施した校舎西側のトイレ改修に
引き続き、今年度は校舎東側のトイレ 8箇所を洋
式化等の改修工事をするもの
　洋式便器 8箇所から 32箇所へ増加
　湿式床（タイル張）から乾式床（長尺シート張）
　改修工事は主に夏休みに実施する予定

小学校（約 7200 ㎡）（現在校庭）

複合公共施設（約 4900 ㎡）
（現在プールと校庭）

校庭（現在校舎等）

駐車場（現在藤久保公民館や中央図書館等）

体育館（約 1400 ㎡）

8431万5000円契約金額

株式会社　矢島工務店契約の相手方

※トイレ改修工事の例※トイレ改修工事の例

工事前

工事後

7 2023 年 8月１日　議会だより　三芳町　No.189



今求められている支援の整備を！
公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

ごみ集積所の設置や管理に課題菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

高
齢
者
支
援
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

問

高
齢
者
の
活
動
促
進
の
た
め

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
維
持
管
理

や
会
場
の
拡
充
を
し
て
は
。

答

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

各
課
で
整
備
し
既
存
の
コ
ー
ス
を

活
用
し
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
。

答

都
市
計
画
課　
コ
ー
ス
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
注
視
し
整
地
な
ど

修
繕
が
必
要
と
感
じ
た
場
合
は
対

応
し
て
い
く
。

問

高
齢
化
の
現
状
を
鑑
み
迅
速

に
ふ
れ
あ
い
ご
み
収
集
の
体
制
を

構
築
し
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援

を
進
め
て
は
。

答

町
長　
ご
み
出
し
支
援
は
大

変
重
要
な
案
件
で
あ
る
。
徐
々
に

で
は
な
く
迅
速
に
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒

の
支
援
に
つ
い
て

問

教
室
以
外
で
も
学
べ
る
よ
う

に
相
談
員
と
連
携
し
た
校
内
適
応

指
導
教
室
を
設
置
し
て
は
。

答

教
育
セ
ン
タ
ー　
中
学
校
で

は
校
内
教
育
支
援
室
を
設
置
、
小
学

校
で
も
相
談
室
に
お
い
て
個
別
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
思
い
に

寄
り
添
っ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

分
け
隔
て
な
く
共
に
学
べ
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答

教
育
長　
通
常
級
と
支
援
級

の
交
流
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
支
援
の
連
続
性

の
確
保
な
ど
、
よ
り
一
層
個
々
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の

充
実
を
目
指
し
た
い
。

熱
中
症
対
策
を
含
む
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

問

熱
中
症
対
策
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
削
減
の
た
め
に
も
、
公
共
施
設

へ
給
水
器
を
設
置
し
て
は
。

答

町
長　
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

向
け
て
大
事
な
取
り
組
み
と
感
じ

る
。
提
案
さ
れ
た
ウ
オ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
の
民
間
企
業
と
協
定
し

無
料
で
活
用
出
来
る
こ
と
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
三
芳
町
の
ご
み
出
し
は
原
則
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
だ
が
、
分
別
の

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

悪
臭
・
害
虫
が
発
生
し
た
り
す
る

こ
と
で
集
積
所
の
設
置
場
所
が
な

か
な
か
決
ま
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

ご
み
の
集
積
所
は
町
が
設
置
・
管

理
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
自
治

会
に
非
加
入
の
世
帯
も
増
え
、
ご

み
の
集
積
所
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
全
国
各
地
で
増
え
て
い
る
。
地

域
の
共
助
を
前
提
と
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
度
疲
労
も
問
題
だ
。

問

町
の
ル
ー
ル
で
は
公
道
上
に

集
積
所
を
設
置
す
る
の
は
想
定
し

て
い
な
い
が
、
公
道
上
に
集
積
所

の
設
置
は
可
能
か
。

答

環
境
課　
車
両
や
歩
行
者
等

の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

安
全
を
確
保
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
設
置
は
可
能
だ
。

問

基
準
を
完
全
に
満
た
し
て
い

な
い
と
設
置
は
不
可
能
か
。

答

環
境
課　
基
準
の
一
部
を
満

た
さ
な
い
場
合
で
も
設
置
さ
れ
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
。

問

自
治
会
等
が
管
理
し
て
い
る

集
積
所
で
は
、
自
治
会
非
加
入
を

理
由
と
し
て
集
積
所
を
使
わ
せ
な

い
と
い
う
事
例
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
支
持
す
る
か
、
ま
た
は
指
導
す

る
か
。

答

環
境
課　
集
積
所
の
管
理
運

営
は
利
用
者
同
士
の
ル
ー
ル
で

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
利
用

者
間
で
解
決
し
て
い
た
だ
く
よ
う

相
談
に
乗
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

問

住
民
か
ら
相
談
が
き
た
場
合

は
ど
う
対
応
す
る
か
。

答

環
境
課　
話
し
を
聞
い
た
上

で
町
も
で
き
る
限
り
協
力
と
い
う

か
助
言
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

問

住
民
が
安
心
し
て
ご
み
出
し

で
き
る
体
制
や
環
境
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答

環
境
課　
収
集
の
責
任
は
町

に
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
ご
み
出
し
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
く
お
示
し
す
る
必
要

が
あ
る
。
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三芳町におけるこども支援
三芳みらい

長野真寿美
 なが の ま す み

誰もが参加しやすい選挙について牛 丸 藍 子
 うし まる あい こ

輝

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス

問

町
内
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

シ
ス
テ
ム
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

利
用
方
法
・
料
金
・
空
き
状
況
な

ど
は
、
直
接
各
施
設
へ
問
い
合
わ

せ
願
い
た
い
。

問

町
内
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
第
３
期
三

芳
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査

で
把
握
し
対
応
す
る
。

病
児
病
後
児
保
育

問

他
の
自
治
体
は
各
病
院
と
連

携
し
て
い
る
が
三
芳
町
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
第
三
保
育

所
・
み
ど
り
学
園
に
お
い
て
は
、

イ
ム
ス
三
芳
総
合
病
院
小
児
科
の

医
師
を
嘱
託
し
、
内
科
健
診
・
医

療
的
ケ
ア
児
の
対
応
や
救
急
対
応

等
を
行
っ
て
い
る
。

問

病
児
病
後
児
保
育
を
三
芳
町

で
は
、
進
め
な
い
の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
導
入
を
検

討
し
て
い
く
に
も
、
安
全
確
保
策

や
ニ
ー
ズ
調
査
を
検
討
し
、
現
状

を
把
握
し
て
か
ら
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
役
割

問

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

教
育
セ
ン
タ
ー　
町
内
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教

職
員
を
支
援
し
、
教
育
相
談
、
特

別
支
援
教
育
、
不
登
校
対
策
、
教

員
の
た
め
の
研
修
な
ど
三
芳
町
と

し
て
特
色
あ
る
教
育
の
推
進
を
目

指
し
て
い
る
。

入
学
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度

問

こ
の
制
度
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答

学
校
教
育
課　

高
校
や
短

大
・
大
学
等
の
入
学
の
た
め
、
入

学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
人
に
そ

の
資
金
の
融
資
の
際
利
子
補
給
を

す
る
制
度
。

そ
の
他
の
質
問

県
道
五
六
号
線
に
つ
い
て

問

立
候
補
届
出
書
類
の
書
式
を

自
治
体
で
変
更
す
る
こ
と
は
可
能

か
。答

総
務
課　
公
職
選
挙
法
等
の

規
定
に
よ
り
で
き
な
い
。

問

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
入
力
・
届

出
は
可
能
か
。

答

総
務
課　
公
職
選
挙
法
等
の

規
定
に
よ
り
で
き
な
い
。

問

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
ま
な

い
の
は
何
故
か
。

答

総
務
課　
シ
ス
テ
ム
障
害
・

リ
ス
ク
管
理
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

不
正
な
投
票
へ
の
対
応
な
ど
多
く

の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

問

公
費
負
担
制
度
を
利
用
し
た

候
補
者
の
公
費
負
担
額
の
平
均
額

は
。答

総
務
課　
27
万
３
０
４
１
円
。

問

総
額
は
。

答

総
務
課　
３
５
４
万
９
５
３

３
円
。

問

公
費
負
担
制
度
を
利
用
し
た

候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
一
枚
当
た
り

の
平
均
単
価
は
。

答

総
務
課　
２
２
６
１
円
。

問

選
挙
の
た
め
に
多
額
の
公
費

が
投
じ
ら
れ
る
現
状
を
ど
う
捉
え

る
か
。

答

総
務
課　
財
政
負
担
は
あ
る

が
、
候
補
者
の
環
境
改
善
に
か
か

わ
る
重
要
な
制
度
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
。

問

選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
選
挙
啓
発
の
必
要
性

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

総
務
課　
経
費
を
か
け
ず
必

要
に
応
じ
て
更
新
で
き
る
た
め
選

挙
啓
発
に
重
要
と
考
え
る
。

問

近
隣
市
に
倣
い
活
用
が
必
要

で
は
。

答

総
務
課　
他
団
体
を
参
考
に

情
報
の
充
実
を
図
り
た
い
。

問

町
長
・
議
員
の
な
り
手
と
な

る
次
世
代
の
人
材
確
保
・
育
成
の

為
の
町
の
課
題
は
。

答

町
長　

立
候
補
環
境
の
改

善
・
若
年
層
へ
の
情
報
発
信
・
啓

発
の
充
実
・
地
域
の
課
題
解
決
を

主
体
的
に
考
え
る
主
権
者
教
育
が

大
事
と
考
え
る
。
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藤久保地域拠点整備まであと 1 年林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

保
護
者
や
児
童
、
教
職
員
向

け
の
説
明
会
の
予
定
は
。

答

学
校
教
育
課　
工
事
計
画
や

教
育
活
動
の
在
り
方
、
安
全
対
策

等
、
具
体
的
な
説
明
会
を
行
う
。

問

校
庭
は
3
年
間
使
用
で
き
な

い
。
工
事
期
間
中
の
代
替
案
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
授
業
は
体
育

館
、
運
動
会
な
ど
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
活
用
す
る
。
休
み
時
間
は
教
室

や
図
書
室
、
体
育
館
を
利
用
す
る
。

屋
上
開
放
や
遊
具
の
移
設
は
検
討
し

て
い
な
い
。
学
校
開
放
は
他
校
の
利

用
、
町
の
行
事
は
体
育
館
や
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
検
討
し
て
い
る
。

問

工
事
期
間
中
、
児
童
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

町
長　
健
全
な
教
育
活
動
が

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。
地
域
拠
点

が
で
き
る
こ
と
の
体
験
を
学
び
の
場

に
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

生
成
A
I
の
活
用
に
つ
い
て

問

導
入
の
検
討
は
。

答

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　
現

時
点
で
利
用
は
禁
止
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
後
は
書
類
作
成
時
の
文

章
の
要
約
、
専
門
用
語
の
説
明
、

企
画
立
案
時
の
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
等
、
先
行
事
例
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

答

学
校
教
育
課　
課
題
が
多
く

あ
る
た
め
、
文
科
省
や
県
・
町
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

活
用
に
つ
い
て

問

普
及
率
は
。

答

住
民
課　
令
和
5
年
4
月
末

の
申
請
率
は
75
・
８
％
。

問

図
書
館
カ
ー
ド
と
し
て
の
利

用
は
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
。

答

図
書
館　
図
書
館
利
用
券
と

紐
付
け
し
貸
出
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
し
て
機

器
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
公
金
受
取
口
座
の
周
知
②
P
	

T
A
活
動
と
学
校
教
育
と
の
関

り
に
つ
い
て

施設の完成イメージ施設の完成イメージ

問

北
永
井
児
童
館
は
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
で
廃
止
の

方
向
だ
が
、
同
計
画
で
は
、
地
域

住
民
の
意
向
に
合
わ
せ
た
対
応
も

大
事
と
さ
れ
て
い
る
。
町
長
は
、

「
３
館
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
も

あ
る
が
、
統
廃
合
し
て
よ
り
更
新

さ
れ
た
施
設
を
造
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
広
く
意
見
を
聞
い

て
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。」
と

の
こ
と
。
北
永
井
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
北
永
井
地
域
の
集
会
所
で
、

住
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
検
討
す
る
。

子
供
た
ち
の
声
は
「
残
し

て
ほ
し
い
」
だ

問

子
供
た
ち
の
声
は
「
残
し
て

ほ
し
い
。廃
止
し
な
い
で
」と
願
っ

て
い
る
。
児
童
館
は
、
子
供
た
ち

の
居
場
所
で
あ
り
、
大
事
な
施
設

と
捉
え
て
い
る
が
ど
う
か
。

答

町
長　
そ
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
。

問

子
供
た
ち
の
声
を
大
切
に
尊

重
す
る
立
場
で
、
町
は
対
応
を
す

べ
き
で
は
。

答

町
長　
住
民
の
意
見
を
聞
い

て
い
く
こ
と
は
大
事
と
思
う
。

北
永
井
児
童
館
は
存
続
で

考
え
る
べ
き
だ

問

北
永
井
児
童
館
の
廃
止
問
題

は
住
民
か
ら
の
声
で
は
な
い
。
町

の
計
画
か
ら
だ
。
児
童
福
祉
法
で

は
、「
児
童
の
健
全
育
成
は
市
町

村
の
責
任
で
も
あ
る
」
と
定
め
て

い
る
。
町
民
に
親
し
ま
れ
、
利
用

さ
れ
て
い
る
北
永
井
児
童
館
は
、

児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
た
施
設
だ
。

今
ま
で
通
り
町
の
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
。
よ
っ
て
、
北
永
井
児
童

館
は
存
続
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答

町
長　
藤
久
保
小
学
校
の
校

庭
に
で
き
る
予
定
の
複
合
施
設
の

児
童
館
利
用
も
考
え
て
る
。

そ
の
他
の
質
問

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
や

熱
中
症
対
策
な
ど
福
祉
施
策
の
向

上
に
つ
い
て

北永井児童館の存続を求める𠮷村美津子
よしむら  み    つ    こ

町民から親しまれている北永井児童館町民から親しまれている北永井児童館
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入学資金融資あっせん制度細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

問

入
学
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
５
年
間
の
利
用
者
数
は
。

答

学
校
教
育
課　
こ
こ
３
年
間

は
利
用
者
ゼ
ロ
令
和
２
年
度
２
人

平
成
31
年
度
１
人
が
利
用
。

問

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
な
い
が
、

現
状
の
問
題
点
は
何
か
。

答

学
校
教
育
課　
銀
行
の
審
査

に
落
ち
る
場
合
が
あ
る
事
。

問

現
在
の
高
校
30
万
円
大
学
50

万
円
の
入
学
金
の
み
の
補
助
制
度

な
の
が
使
わ
れ
難
い
理
由
で
、
そ

の
他
の
費
用
も
含
め
た
変
更
を
考

え
て
行
く
べ
き
で
は
。

答

学
校
教
育
課　
町
独
自
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。

問

足
利
市
は
年
収
１
０
０
０
万

以
下
の
人
に
、
１
５
０
万
円
以
内
で

入
学
時
に
一
括
し
て
学
校
に
納
入
す

る
入
学
金
・
授
業
料
・
施
設
整
備
費

等
の
範
囲
内
で
融
資
を
し
て
貰
え
る
。

今
や
一
般
の
家
庭
で
も
入
学
資
金
は

大
変
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
町
で
も

無
利
子
の
融
資
枠
を
１
５
０
万
円
位

に
拡
大
す
べ
き
で
は
。

答

学
校
教
育
課　
予
算
等
の
関

係
も
あ
る
の
で
、
今
後
研
究
し
て

行
き
た
い
。

問

小
・
中
学
校
の
就
学
支
援
補

助
制
度
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通

信
費
等
の
家
庭
学
習
が
出
来
る
環

境
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

答

学
校
教
育
課　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

貸
し
出
し
は
実
施
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
を
盛
り
込

む
に
は
多
額
の
予
算
が
必
要
な
の

で
今
後
研
究
し
て
い
く
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
、

今
提
案
し
て
き
た
様
な
小
中
高
校
、

大
学
生
の
就
学
支
援
制
度
を
町
独

自
で
出
来
な
い
か
。

答

町
長　
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
貸
付
枠
を
広
げ
る
等
、
教
育

委
員
会
と
検
討
し
て
い
く
。
若
い

人
の
学
び
の
場
を
支
援
し
て
行
き

た
い
。
改
め
て
ど
ん
な
支
援
が
出

来
る
か
考
え
て
行
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
後

町
の
各
施
設
で
の
対
応
変
化
と
住

民
へ
の
周
知
②
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

者
へ
の
追
加
補
助
制
度
に
つ
い
て

受験生チャレン受験生チャレン
ジ支援貸付事業ジ支援貸付事業

（東京都）（東京都）

足利市入学資金足利市入学資金
融資あっせん制度融資あっせん制度

主権者教育について細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

当
町
の
選
挙
に
お
け
る
10
代
、

20
代
の
投
票
率
は
。

答

総
務
課　
町
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
10
代
が
約
25
％
、
20
代
が

約
20
％
だ
っ
た
。

問

「
主
権
者
教
育
」
を
進
め
る

に
あ
た
り
現
場
で
の
課
題
は
。

答

学
校
教
育
課　
「
主
権
者
教

育
」
に
関
し
た
内
容
に
つ
い
て
各

教
科
の
相
互
連
携
を
図
る
こ
と
や

「
主
権
者
教
育
」
の
視
点
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
必
要
。

問

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

な
授
業
や
取
組
み
を
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課　
地
域
や
学
校

の
特
色
に
応
じ
た
探
究
的
学
習
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
政
治
参
加

の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

更
に
醸
成
さ
せ
る
た
め
授
業
の
改

善
を
進
め
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問

道
路
整
備
の
課
題
は
。

答

道
路
交
通
課　
道
路
の
状
態

把
握
か
ら
道
路
施
設
全
般
の
長
寿

命
化
や
費
用
対
効
果
の
高
い
道
路

整
備
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

問

今
後
の
道
路
改
良
や
修
繕
計

画
は
。

答

道
路
交
通
課　
昨
年
行
っ
た

５
年
に
１
度
の
路
面
性
状
調
査
の

結
果
に
基
づ
き
舗
装
の
個
別
施
設

計
画
を
定
め
計
画
的
に
発
注
し
て

い
る
。

問

道
路
修
繕
工
事
の
現
地
確
認

や
地
域
か
ら
の
要
望
は
多
く
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
付

け
て
い
る
か
。

答

道
路
交
通
課　
調
査
結
果
も

参
考
に
し
つ
つ
最
終
的
に
は
職
員

に
よ
る
現
場
確
認
の
上
で
工
事
予

定
箇
所
を
決
め
る
。

問

道
路
整
備
予
算
を
、
毎
年
少

し
で
も
増
や
せ
な
い
か
。

答

町
長　
今
後
は
、
藤
久
保
地

域
拠
点
の
整
備
が
あ
り
、
そ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
「
幹
線
７
号

線
」
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
。
国
の
補
助
金
も
活

用
し
な
が
ら
必
要
な
も
の
に
は
、

迅
速
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
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地域！世代！状況に応じた計画を

町民の皆様から頂いた声を町政へ

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

小 松 伸 介
 こ まつ しん すけ

輝

公明党

問

三
芳
町
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

後
の
渋
滞
、
抜
け
道
対
策
は
。

答

総
合
調
整
幹　
安
全
対
策
調

整
会
議
で
決
め
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
体
制
通
り
関
係
機
関
と
調
整
し

対
策
し
て
い
き
た
い
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
道
路

（
上
富
地
域
）
整
備
計
画
は
。

答

総
合
調
整
幹　
大
型
車
両
等
、

交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
主

要
の
路
線
に
対
し
、
耐
久
性
の
高

い
舗
装
改
良
及
び
修
繕
工
事
を
実

施
し
て
い
く
。

問

路
面
標
示
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
個
所
が
未
だ
に
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。
住
宅
内
、
通
学
路
の
修

繕
の
予
定
計
画
は
。

答

道
路
交
通
課　
現
地
確
認
、

通
学
路
の
整
備
計
画
等
に
基
づ
き

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

障
害
者
対
策
と
し
て
メ
ロ

デ
ィ
付
き
音
響
式
信
号
機
や
エ
ス

コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
は
。

答

道
路
交
通
課　
警
察
と
の
協

議
の
上
、
要
望
し
た
い
。

問

白
杖
を
持
っ
た
方
を
町
内
で

も
多
く
見
か
け
る
が
歩
道
内
へ
の

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
は
。

答

道
路
交
通
課　
状
況
調
査
を

し
、
設
置
可
能
個
所
に
つ
い
て
は

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

各
種
工
事
が
起
因
し
て
の
家

屋
の
揺
れ
や
振
動
が
起
き
た
際
の

責
任
の
所
在
は
。

答

道
路
交
通
課　
発
注
者
側
、

受
注
者
側
で
原
因
の
調
査
を
し
、

是
正
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

公
園
、広
場
等
、町
内
で
ボ
ー

ル
遊
び
等
出
来
る
施
設
は
。

答

都
市
計
画
課　
自
然
の
森
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
。

問

町
内
公
園
、
広
場
の
規
模
や

必
要
性
に
応
じ
使
用
用
途
の
変
更

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

都
市
計
画
課　
行
政
区
、
他

自
治
体
の
状
況
等
調
査
確
認
し
、

設
置
可
能
な
公
園
が
あ
れ
ば
行
政

区
と
協
議
検
討
し
た
い
。

問

築
山
、
水
辺
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
の
利
用
者
の
増
加
か

ら
起
き
て
い
る
駐
車
場
不
足
の
問

題
に
対
す
る
対
策
は
。

答

都
市
計
画
課　
周
辺
に
用
地

が
な
い
こ
と
か
ら
駐
車
場
の
新
規

設
置
、
整
備
は
難
し
い
。

問

宮
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
ベ

ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
設
置
の
要
望
が

あ
る
が
検
討
は
可
能
か
。

答

福
祉
課　
利
用
者
か
ら
要
望

あ
れ
ば
相
談
に
乗
り
た
い
。

問

他
市
の
よ
う
な
企
業
等
に
寄

附
を
募
り
、
高
齢
者
等
が
一
休
み

で
き
る
ベ
ン
チ
拡
充
は
。

答

道
路
交
通
課　
三
芳
町
道
の

歩
道
で
実
施
は
困
難
。

問

京
都
市
で
は
個
人
宅
や
店
舗

等
の
私
有
地
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
が
。

答

町
長　
良
い
提
案
と
思
う
。

今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
の
遊
具

充
実
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

都
市
計
画
課　
緑
地
帯
の
景

観
に
配
慮
し
、
検
討
し
た
い
。

問

緑
地
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

に
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
等
を
設
置
し
て

宿
泊
可
能
に
し
て
は
。

答

都
市
計
画
課　
ニ
ー
ズ
把
握

が
重
要
。
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
テ
ン
ト
持
込
み
宿
泊
の

社
会
実
験
も
試
み
た
い
。

問

仮
称
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公
園

構
想
で
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ

ド
の
検
討
が
あ
っ
た
。
高
速
バ
ス

停
留
所
の
検
討
は
。

答

総
合
調
整
幹　
総
合
的
な
需

要
を
見
極
め
、
検
討
し
た
い
。

歩
行
者
の
安
全
に
つ
い
て

問

幹
線
15
号
線
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答

道
路
交
通
課　
現
状
幅
員
で

整
備
は
困
難
。
優
先
拡
幅
す
る
路

線
で
も
な
い
。
他
の
計
画
路
線
が

完
了
後
、
検
討
し
た
い
。

問

幹
線
14
号
線
、
み
は
ち
住
宅

前
の
安
全
対
策
は
。

答

道
路
交
通
課　
更
な
る
安
全

対
策
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

問

横
断
歩
道
の
事
故
を
減
ら
す

た
め
立
体
に
見
え
る
塗
装
や
手
か

ざ
し
で
発
光
す
る
看
板
等
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
取
組
み
は
。

答

道
路
交
通
課　
警
察
へ
情
報

提
供
し
、
協
議
し
た
い
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

問

減
免
申
請
の
簡
素
化
は
。

答

税
務
課　
検
討
し
た
い
。

視覚障がい者視覚障がい者
対策の推進対策の推進

「 エスコート「 エスコート
ゾーン」ゾーン」

歩道の早期設置が望歩道の早期設置が望
まれる幹線 15 号線まれる幹線 15 号線
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藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整

備
等
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
に
藤
久
保
地
域

拠
点
施
設
整
備
等
事
業
者
選
定
委

員
会
に
よ
っ
て
民
間
事
業
者
が
決

ま
っ
た
。
代
表
会
社
は
戸
田
建
設

株
式
会
社
で
一
緒
に
事
業
を
行
っ

て
い
く
構
成
企
業
・
協
力
企
業
な

ど
も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

さ
れ
た
。
事
業
者
の
提
案
も
明
ら

か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
事
業
内

容
の
提
案
か
ら
質
問
す
る
。

問

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
計

画
通
り
で
変
更
は
な
い
。

問

地
域
経
済
の
貢
献
に
つ
い
て

地
元
雇
用
に
つ
い
て
積
極
的
と
あ

る
が
内
容
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
事

業
へ
の
参
加
希
望
が
あ
る
場
合
に

は
、
関
心
表
明
書
を
提
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
町
内
企
業
や
在
住

者
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
雇
用
や

地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
は

町
の
考
え
を
事
業
者
に
し
っ
か
り

伝
え
て
い
る
。

問

藤
久
保
小
学
校
は
、
地
域
の

指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
が
防

災
用
の
井
戸
の
設
置
個
所
は
、
災

害
時
に
使
い
易
い
動
線
線
上
に
作

ら
れ
て
い
る
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
図

面
は
決
定
で
は
な
い
の
で
、
わ
か

り
や
す
く
使
い
や
す
い
場
所
を
事

業
者
と
検
討
し
て
い
く
。

問

町
内
全
地
域
の
住
民
が
誰
で

も
便
利
に
利
用
で
き
る
施
設
に
す

る
に
は
何
が
必
要
か
。

答

町
長　
住
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
頂
け
る
よ
う
な
事
業
を
考
え

て
い
く
と
と
も
に
拠
点
、
拠
点
を

結
ぶ
よ
う
な
公
共
交
通
も
し
っ
か

り
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
充
実

に
つ
い
て

問

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
自
立
支

援
の
た
め
の
施
設
で
在
宅
扱
い
な

の
で
必
要
不
可
欠
な
紙
お
む
つ
の

補
助
を
す
べ
き
で
は
。

答

福
祉
課　
認
知
症
の
方
が
生

活
す
る
場
で
あ
り
在
宅
扱
い
な
の

で
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

住
居
表
示
に
つ
い
て

問

平
成
８
年
か
ら
の
総
合
振
興
計

画
に
住
居
表
示
問
題
が
登
場
し
て
27
年
。

町
長
の
１
期
か
ら
４
期
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
住
居
表
示
は
な
い
。
町
長
の
視
野

に
は
こ
の
問
題
は
な
い
の
か
。

答

町
長　
一
期
目
の
当
時
は
財
政

が
非
常
に
厳
し
く
、
ま
た
、
途
中
で
区

画
整
理
事
業
が
あ
り
、
様
々
な
状
況
の

中
で
基
本
方
針
の
策
定
が
遅
れ
た
が
、

課
題
等
を
整
理
し
て
町
全
体
の
政
策
と

し
て
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

問

首
都
圏
50
キ
ロ
圏
内
の
人
口
３

万
人
以
上
の
同
規
模
自
治
体
か
ら
大

き
く
遅
れ
て
い
る
。
最
初
の
質
問
か

ら
15
回
、
８
人
の
議
員
が
こ
の
問
題

で
一
般
質
問
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま

ま
い
く
と
、
今
年
度
中
に
住
居
表
示

基
本
方
針
す
ら
も
で
き
そ
う
に
な
い

と
感
じ
る
。
こ
れ
は
町
長
の
姿
勢
の

問
題
だ
と
思
う
。
な
ぜ
強
力
に
進
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答

町
長　
様
々
な
状
況
の
中
優

先
順
位
で
こ
う
な
っ
た
。

問

最
低
限
人
口
集
中
地
区
を
住

居
表
示
実
施
区
域
と
設
定
し
、
町
名

案
と
区
割
り
案
を
つ
く
り
、
住
民
等

へ
の
説
明
・
意
見
聴
取
、
住
居
表
示

審
議
会
条
例
の
設
置
を
含
む
議
会
の

議
決
ま
で
も
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

答

町
長
　
提
案
を
内
部
で
し
っ

か
り
検
討
し
た
い
。

竹
間
沢
地
域
に
小
型
バ
ス
を

問

ラ
イ
フ
バ
ス
と
の
協
定
以
来
27

年
間
、
竹
間
沢
の
公
民
館
等
地
域
拠

点
に
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
。

わ
か
っ
て
い
な
が
ら
不
公
平
な
現
状

を
放
置
し
て
き
た
と
思
う
が
、ど
う
か
。

答

政
策
推
進
室　
狭き

ょ
う
あ
い隘な

道
路
、

住
宅
の
点
在
等
の
問
題
で
着
手
で

き
て
い
な
い
。
計
画
づ
く
り
の
中

で
考
え
た
い
。

問

国
交
省
が
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
、
小
型
バ
ス
し
か
な
い
。

や
る
の
だ
っ
た
ら
、
一
般
的
な
調

査
で
は
な
く
、
こ
こ
を
走
ら
せ
た

い
が
ど
う
思
う
か
と
か
、
こ
の
路

線
は
ど
う
か
と
か
、
具
体
的
な
調

査
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
ず
、
試
行
運
転
を
や
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

政
策
推
進
室　
計
画
も
な
し

に
運
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

地
域
公
共
交
通
計
画
が
で
き
た
ら
、

国
・
県
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
。
提

案
を
含
め
、
考
え
て
い
き
た
い
。

活かそう・みんなの声を町事業に

置去りにされた２つの課題を問う

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

光 下 重 之
 みつ した しげ ゆき

日本共産党
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教員の負担軽減の取り組みは本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党

問

年
度
当
初
に
ク
ラ
ス
に
先
生

が
い
な
い
と
い
う
い
わ
ゆ
る
未
配

置
未
補
充
は
あ
っ
た
か
。

答

学
校
教
育
課　
現
在
加
配
教

員
が
１
名
未
配
置
に
な
っ
て
い
る
。

問

産
休
・
育
休
、
病
欠
な
ど
年

度
途
中
の
未
配
置
に
対
応
で
き
る

か
。答

学
校
教
育
課　
人
材
確
保
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

教
員
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
部
活
動
の
地
域
移
行
は
進
ん

で
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
今
年
度
は
一

部
の
部
活
動
で
指
導
員
の
休
日
配

置
を
検
討
し
て
い
る
。

問

地
域
移
行
の
課
題
は
。

答

学
校
教
育
課　
専
門
性
が
高

い
指
導
者
の
確
保
が
大
切
。

問

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
持

ち
帰
り
業
務
が
増
え
て
い
る
が
本

町
で
は
。

答

学
校
教
育
課　
持
ち
帰
り
は

行
わ
な
い
こ
と
が
原
則
。

問

勤
務
時
間
の
上
限
を
条
例
や

規
則
で
定
め
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
規
則
で
定
め

て
い
る
。

問

そ
れ
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
意
識
し
て
守

る
よ
う
推
進
し
て
い
る
。

公
共
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て

問

バ
ス
停
に
自
転
車
を
駐
輪
で

き
る
サ
イ
ク
ル
・
ア
ン
ド
・
バ
ス

ラ
イ
ド
の
導
入
は
。

答

政
策
推
進
室　
ニ
ー
ズ
を
見

極
め
検
討
し
た
い
。

問

ラ
イ
フ
バ
ス
７
番
線
休
止
の

代
替
策
の
進
捗
状
況
は
。

答

政
策
推
進
室　
６
番
線
の
変

更
を
考
え
て
い
る
。

問

今
年
度
か
ら
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か
る
が
、

交
通
政
策
が
具
体
化
す
る
ま
で
の

移
動
支
援
策
は
。

答

政
策
推
進
室　
公
共
交
通
利

用
補
助
事
業
の
継
続
と
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

問

富
士
見
市
と
の
連
携
は
。

答

政
策
推
進
室　
意
見
、
情
報

の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

議 会 活 動 日 誌

２９日　	令和５年第１回入間東部地区事務組合議会
　　　　臨時会
３０日　全員協議会

7 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７日　議会広報広聴常任委員会
１１日　総務常任委員会
１３日　厚生文教常任委員会
１４日　議会運営委員会
１８日　全員協議会
１９日　	長野県宮田村議会機能強化特別委員会
　　　　視察来庁
２０日　	埼玉県神川町議会文教厚生常任委員会
　　　　視察来庁

5 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１２日　令和５年第３回臨時会
１６日　全員協議会
２５日　議会運営委員会

6 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日～２０日
　　　　令和５年第４回定例会
　５日　議会広報広聴常任委員会
　６日　厚生文教常任委員会
　８日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
１４日　議会広報広聴常任委員会
１９日　議会運営委員会
２７日～２８日
　　　　埼玉県町村議会議長県外視察
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意

見

書

特
別
支
援
学
校
・
学
級
等
へ
の
教

員
等
の
適
切
な
配
置
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

　
特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
が

大
幅
に
増
加
す
る
中
、
教
育
現
場
で
は
新

た
な
特
別
支
援
教
育
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
特
別
支
援
学
校
・
学
級

へ
の
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
持
っ
た
教

員
等
の
増
員
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
教
員
等
の
適
正
配

置
な
ど
へ
の
財
政
措
置
を
求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
表
示
の
義
務

化
を
求
め
る
意
見
書

　
生
命
体
の
遺
伝
子
を
切
り
壊
し
て
人
間

の
都
合
の
良
い
作
物
や
魚
が
作
ら
れ
、
販

売
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
ト

マ
ト
が
栽
培
さ
れ
、
マ
ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ

が
養
殖
さ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
を
壊
し
作

ら
れ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
安
全
性
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
消
費
者
が
選
択
で
き

る
よ
う
、
政
府
に
表
示
の
義
務
化
を
求
め

る
も
の
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え
る
対
策

の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被
害
が
生
じ
た
場

合
は
補
償
や
給
付
金
等
が
支
給
さ
れ
て
い

る
が
、
健
康
被
害
件
数
は
今
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
早
急
な
治
療
法
の
確
立
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
健
康
被
害
者
の
治
療
法
の
一
日
も
早
い

確
立
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え
る
対

策
の
強
化
を
求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

健
康
保
険
証
の
廃
止
を
中
止
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る
ミ
ス
、
ト
ラ

ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。
国
は
来
年
秋
に

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証

に
一
本
化
す
る
と
し
て
い
る
が
、
健
康
保

険
証
を
廃
止
す
れ
ば
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
人
や
健
康
被
害
が
出
て
く
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
更
な
る
混
乱
は
必
至
で

あ
る
。
今
後
も
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求

め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

2024 年秋に現在の健康保険
証が廃止され「マイナ保険証」

に一本化されることになった。これはマイナン
バーカードの事実上の義務化を意味し、国民か
らは不安や反対の声が相次いでいる。政府によ
る生活への介入を防ぎ、人々の自由を守りたい
と考え賛成討論とする。

細田三恵賛
成 情報漏えいが懸念されるマイ

ナンバー制度を国は推し進めて
いる。来年秋には健康保険証を廃止して、マイ
ナンバーカードを持たせる計画だ。カードの取
得は任意であり、無理矢理持たせるのは間違っ
ている。健康保険証は命に関わる問題でもあり、
廃止すべきではないので同意見書に賛成。

吉村美津子賛
成
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令和５年第３回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
池
上　
義
典

細
谷　
光
弘

長
野
真
寿
美

林　
　
善
美

細
田　
三
恵

光
下　
重
之

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

内
藤
美
佐
子

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

牛
丸　
藍
子

菊
地　
浩
二

吉
村
美
津
子

報告・承認

専決処分事項の報告について（三芳町子ども・子育て審議会条例等の一部
を改正する条例） 報告のみ

専決処分の承認を求めることについて（三芳町税条例の一部を改正する条
例） 原案承認 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

専決処分の承認を求めることについて（三芳町都市計画税条例の一部を改
正する条例） 原案承認 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

専決処分の承認を求めることについて（三芳町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例） 原案承認 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

予算

令和５年度三芳町一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和５年第４回定例会　審議結果 
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
池
上　
義
典

細
谷　
光
弘

長
野
真
寿
美

林　
　
善
美

細
田　
三
恵

光
下　
重
之

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

内
藤
美
佐
子

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

牛
丸　
藍
子

菊
地　
浩
二

吉
村
美
津
子

報告

令和４年度三芳町土地開発公社事業決算の報告について 報告のみ

令和５年度三芳町土地開発公社事業計画、予算及び資金計画の報告について 報告のみ

令和４年度三芳町一般会計継続費繰越計算書の報告について 報告のみ

令和４年度三芳町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報告のみ

令和４年度三芳町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告のみ

条例・契約・予算

三芳町税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

藤久保地域拠点施設整備等事業契約の締結について 原案可決
（議長裁決）○○○○○×××○○○××××

三芳東中学校校舎東側トイレ改修工事請負契約の締結について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和５年度三芳町一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○×

陳情・要望

庁舎内での職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める
陳情について 配布のみ

国に対し、適格請求書等保存方式 ( インボイス制度 ) の延期・見直しを求
める陳情書 配布のみ

意見書

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

ゲノム編集食品の表示の義務化を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

アスベスト被害を抑える対策の強化を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

健康保険証の廃止を中止することを求める意見書について 原案可決 ××××○○○○議
長××○○○○

○賛成　×反対■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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最
初
か
ら
面
白
か
っ
た
。
今
期
も
期
待
し
ま

す
。
厚
生
文
教
の
メ
ン
バ
ー
が
な
か
な
か
よ
い
。

前
期
が
今
一
つ
（
二
つ
、
三
つ
…
…
）
だ
っ
た

の
で
活
発
な
委
員
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
議
会
を
聞
い
て
色
々
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
薬
害
に
強
い
関
心
が

あ
り
ま
す
。
予
算
の
使
い
方
な
ど
問
題
な
い
か
。

第
11
が
一
番
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
キ
ャ

シ
ュ
フ
ロ
ー
っ
て
何
で
す
か
。
マ
ス
ク
の
た
め

か
声
が
こ
も
っ
て
き
こ
え
ま
す
。
出
来
れ
ば
外

し
て
ほ
し
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
今
回
初
め
て
傍
聴
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
何
回

か
傍
聴
を
行
い
議
会
へ
の
意
見
、
要
望
を
し
て

い
き
た
い
。

表紙写真のご紹介

　４年ぶりの開催となった第 44 回三芳町子どもフェス
ティバル。
　当日は晴天にも恵まれ、会場となった総合運動場は多く
の親子連れの笑顔とかけ声で賑わいました。
　子どもたちに楽しんでもらおうと企画された担当者の皆
さんのご苦労のかいもあって、行政区や各団体の皆さんの
工夫を凝らしたコーナーや体力測定のコーナーも大盛況。
　反復横跳びでは吉田さん兄弟の可愛く跳ねる姿は見てい
る人を笑顔にしてくれました。
　久しぶりの賑わいと、子どもたちの元気な姿に希望を感
じる一日となりました。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
普
通
に
過
ご
し
て
い
る
と
気
づ
か
な
い
よ
う

な
視
線
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
行
政
側
へ
受
動
的
で
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
か

の
よ
う
…
…
住
民
か
ら
の
声
を
聞
く
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
。
誰
が
何
の
目
的
で
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
計
画
を
立
て
て
る
の
？
地
元
に
最
近
身

近
に
あ
る
こ
と
が
大
事
な
は
ず
だ
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
が
フ
ル
化
に
な
り
ま
す
。

交
通
量
が
増
加
、
渋
滞
の
予
想
さ
れ
る
の
で
抜

け
道
に
利
用
さ
れ
て
も
困
る
こ
と
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
自
分
は
ま
だ
な
い
け
れ
ど
も
ベ
ン
チ
は
増
や

し
て
ほ
し
い
。
バ
ス
停
と
か
。
雨
宿
り
出
来
る

の
が
い
い
。
特
に
歩
道
。
ひ
と
休
み
し
た
い
人

は
多
い
と
思
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
丁
寧
な
答
弁
を
伺
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
宣
伝
を
も
う

少
し
早
く
し
た
方
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

本会議や委員会を
傍聴された方から
ご意見・ご感想を
いただきました。
※一部抜粋を含む

傍聴席から
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町村議会議長県外視察ご報告

入間東部地区事務組合議会

日　時　令和５年６月 27日～６月 28日
視察地　27日　静岡県駿東郡長泉町　「都市ブランド戦略、人口増加の取り組みについて」
　　　　28日　静岡県伊豆の国市　「世界文化遺産　韮山反射炉について」

　令和５年第１回入間東部地区事務組合議会臨時会が６月 29日に開かれました。
　入間東部地区事務組合議会は、三芳町、富士見市、ふじみ野市の各議会より５人ずつ選出されています。
今年４月に三芳町議会、ふじみ野市議会の議員選挙が行われたことから選挙の無かった富士見市も含め
新たな議員構成となりました。三芳町からは以下の５人となりました。
　当日議場にて議長、副議長の指名推選、委員会委員の選任が行われ、それぞれの所属委員会が決まり
ました。

　議案は３件上程され、すべて賛成総員で可決または
同意しました。
◦財産の取得
　災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車 6215 万円
　　大規模災害の際には全国に出動します。
◦財産の取得
　消防ポンプ自動車 2210 万 8350 円
　　三芳町消防団第３分団に配備されます。
　指名競争入札が行われ納入業者が決定しました。い
ずれも車両の老朽化に伴う更新になります。
◦監査委員の選任
　監査委員として事務組合議員の篠田剛氏（富士見市）
の選任に同意しました。

　子育てするなら長泉、奇跡の自治体と呼ばれている。理由は、
各地で人口減少が問題となっている中、長泉町では人口増、特
に若い世代が増えている。
　医療費や保育料等の子育て支援策が充実。若い方の移住や就
業を支援する施策も充実している。大学生への新幹線通学支援
補助金１か月２万円上限で、これを利用し町から通学した卒業
生の定住率は 60％とのこと。（令和５年度の予算は 3000万円）
　若い世代を呼び込み、定住する施策とともに、若い方々の地
域行事への参加にも町は力を入れている。

静岡県駿東郡長泉町　「都市ブランド戦略、人口増加の取り組みについて」

　平成 27年に世界文化遺産に登録されている韮山反射炉は、明治日本の産
業革命遺産の一つ。江戸末期、列強諸国に対抗するため、軍事力強化に欠
かせない大砲作りに、この反射炉で鉄を溶かし成型したもの。近代製鉄、
技術導入への日本の挑戦を物語っている。
　世界遺産に登録されたのは、行政はもちろん、それを動かした地域住民
の保存に対する熱意が大きい。地元の歴史や文化を地域の皆様に知ってい
ただくことの大切さを学んだ。

静岡県伊豆の国市　「世界文化遺産　韮山反射炉について」

本名　　洋
（副議長・総務常任委員会）
小松　伸介
（総務常任委員会）
林　　善美
（建設常任委員会副委員長）
細田　三恵
（総務常任委員会・議会運営委員会）
久保　健二
（議会運営委員会委員長・建設常任委員会）
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　政務活動費は議員が三芳町政の課題を把握し、住民福祉の増進に反映させるために
必要な活動を行うための経費で、年間６万円支給されます。

議員全員の使途状況をHPに公開しています。
このQRコードか『三芳町議会　政務活動費』で検索してください。
各議員の収支報告書がご覧いただけます。

公表します
政務活動費

令和
４年度分

議員名

久保健二 鈴木　淳 吉村美津子 小松伸介 内藤美佐子
町交付額 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000
支出額 ¥80,071 ¥20,071 ¥35,864 ¥62,080 ¥36,975

町返還額 ¥0 ¥39,929 ¥24,136 ¥0 ¥23,025

議員名

桃園典子 細田三恵 林　善美 菊地浩二 落合信夫
町交付額 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000
支出額 ¥56,955 ¥37,170 ¥72,405 ¥61,886 ¥20,071

町返還額 ¥3,045 ¥22,830 ¥0 ¥0 ¥39,929

議員名

増田磨美 本名　洋 井田和宏 細谷光弘 山口正史
町交付額 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000 ¥60,000
支出額 ¥30,000 ¥46,530 ¥46,125 ¥80,279 ¥42,352

町返還額 ¥30,000 ¥13,470 ¥13,875 ¥0 ¥17,648
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議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
菊　
地　
浩　
二

副
委
員
長　
池　
上　
義　
典

委　
　
員　
吉　
村　
美
津
子

委　
　
員　
光　
下　
重　
之

委　
　
員　
桃　
園　
典　
子

委　
　
員　
細　
谷　
光　
弘

委　
　
員　
増　
田　
磨　
美

委　
　
員　
長　
野　
真
寿
美

４
月
に
行
わ
れ
た
町
議

会
議
員
選
挙
で
は
定
数
15

人
に
対
し
て
女
性
議
員
が

８
人
と
な
り
、
三
芳
町
議

会
は
全
国
の
町
村
議
会
で
女
性
議
員

比
率
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
の
視

点
や
経
験
が
議
論
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
で
、
よ
り
多
様
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
、
三
芳
町
全
体
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
改
選
後
初
の
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
臨

み
ま
し
た
。
住
民
の
声
を
代
表
し
、
各

議
員
が
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
熱
心

に
取
り
組
み
、
議
論
を
通
じ
て
よ
り
良

い
三
芳
町
を
追
求
し
て
参
り
ま
す
。

新
人
議
員
は
改
選
後
間
も
な
い
中

で
も
、
地
域
の
課
題
や
要
望
に
敏
感
に

対
応
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
議
員
の
活
動

を
広
く
ご
紹
介
す
る
大
切
な
ツ
ー
ル

で
す
。
こ
う
し
た
議
会
の
取
組
み
を
可

能
な
限
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
三
芳
町
議
会
と
議
会
だ
よ

り
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

�

（
委
員
長　

菊
地
）

編集
後記

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。 三芳町議会

中継ページ

朗読ボランティア
「けやき」の皆さん
が朗読したものを
三芳町議会ウェブ
サイトで聴くことが
できます。

議会
だより の声次の議会定例会は

開会の予定です
8 月 28 日（月）

ふれあい座談会ふれあい座談会（議会報告会）（議会報告会）をを
開催します。開催します。

開催日時・場所

10 月 21 日（土）

午前 10 時～
午前 11 時 30 分

藤久保公民館
手話通訳あり

午後１時 30 分～
午後３時 竹間沢公民館

午後４時～
午後５時 30 分 中央公民館

　三芳町のことについて、日ごろ感じている疑問やご意見をぜひ私たちに聴かせてください。
　どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

みなさんの声を聴かせてください
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